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宇宙線の起源の探査は現在も観測、理論から進められている。銀河系内における起源の候補天体として超新星
残骸が有力視されている。もし、宇宙線の大部分を担う高エネルギー陽子が超新星残骸で加速されているとすれ
ば周囲の分子雲、星間ガスとの相互作用によりガンマ線の放射が見られる。現在、Fermi衛星やHESS、MAGIC
等のガンマ線望遠鏡によるGeV～TeV領域のガンマ線観測により超新星残骸（SNR）からのガンマ線放射が確認
されている。より高感度のガンマ線観測を行い、詳細なエネルギースペクトルを得ることができれば、陽子起源、
電子起源の放射モデルを詳しく検証することが可能である。今回、Fermi衛星によりガンマ線を検出しているいく
つかの SNRをターゲットとして、高い空間分解能と感度を持つ次世代地上ガンマ線天文台Cherenkov Telescope
Array (CTA) を用いた観測を想定したシミュレーションを行った。Fermi衛星によって観測された GeV領域の
スペクトルから陽子起源、電子起源それぞれの放射モデルを推定し、CTA望遠鏡の観測により放射モデルの区別
が可能か検証し、またそのために必要な観測時間等を見積もった。ポスターではその結果について紹介する


